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○ 失業率は上昇も、内容は悪くない

総務省から発表された 年７月の完全失業率は ％と、前月から ポイントの上昇となった

（市場予想： ％）。ただ、今月は就業者数、雇用者数とも増加した一方で労働市場に参入した人が

増えたことにより失業率が悪化した面が大きく、内容は悪いわけではない。また、失業率は２ヶ月連

続の悪化とはいえ、これは５月に急低下（４月： ％ → ５月： ％）した分を戻したに過ぎない。

％という水準自体は非常に低く、労働需給が逼迫している状況に変わりは無い。

季節調整済みの就業者数は前月差＋４万人（６月▲ 万人）、雇用者数も前月差＋ 万人（６月▲

万人）と増加した。このところ振れは大きいが、均してみると雇用は明確な増加傾向にあると評価

できる。雇用情勢は引き続き極めて良好である。なお、就業者数の増加幅は雇用者数に比べると小さ

いが、これは２、３月に不自然な急増をみせていた自営業主・家族従業者がこのところ減少し、元の

トレンドに戻っている影響が大きい。雇用の基調をみるには雇用者数をみる方が適当だろう。

また、雇用者数を前年比でみると＋ ％だが、内訳をみると、パートやアルバイトといった非正規

職員が前年比＋ ％（６月：＋ ％）と鈍化する一方、正規職員が前年比＋ ％（６月：＋ ％）

と改善している。 年１～３月は非正規職員の雇用が急増し、雇用を牽引していたが、４月以降は非

正規職員の伸びが鈍化する一方で、正規職員の雇用が伸びを高めている。単に雇用者数が増加傾向に

あるだけでなく、内容も良好である。

（出所）総務省統計局「労働力調査」

（注）2011年3～8月は、補完推計値を用いた参考値
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○ 求人倍率は引き続き極めて高水準だが、新規求人数の増勢が鈍る

厚生労働省から公表された 年７月の有効求人倍率は 倍（６月： 倍）と３ヶ月連続で改善、

新規求人倍率は 倍（６月： 倍）と２ヶ月ぶりの悪化となった。引き続きかなりの高水準にあ

り、労働需給が引き締まっていることが示されている。また、正社員の有効求人倍率は 倍と前月

と同水準で、これは前月に続いて 年 月の集計開始以来の過去最高水準である。正社員の新規求

人倍率は 倍（６月： 倍）と前月から低下したが、こちらもかなりの高水準にあることは変わ

りない。正社員の労働需給も引き締まっていることが確認できる。

また、有効求人数は前月比▲ ％（６月＋ ％）と４ヶ月ぶりに減少、新規求人数は前月比▲

％（６月＋ ％）と２ヶ月ぶりの減少となった。足元でやや気になるのが新規求人数の動向であ

る。新規求人数は 年中は速いペースで増加してきたが、 年入り以降は一進一退で頭打ち感が出て

いるようにも見える。鉱工業生産でやや足踏み感が生じていることが影響しているのかもしれない。

前述のとおり雇用者数は現在非常に好調な推移を続けているが、新規求人数は先行指標なだけに気に

かかる。今後の動向に注意しておきたい。
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